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1．家計の状況

● 　 1 年前と比べた暮らし向きは、「良くなっ

た」が 6.0％、「悪くなった」が 14.1％、「変

わらない」が 79.9％。「良くなった」から 

「悪くなった」を引いた差は△ 8.1 となり、

昨夏（△ 8.2 ）と比べて大きな変化はみら

れず。県内景気は生産面を中心に緩やかな

持ち直しの動きがみられるものの、暮らし

向きへの波及は限定的で、生活実感の改善

までには至っていない。年代別でみると、

引き続き中高年層の生活実感が厳しい。

● 　家計上の悩みは「収入の伸び悩み」が最

も多く、以下、「税金負担増」、「物価上昇」

の順。「収入の伸び悩み」は 2.9 ポイント

低下したものの引き続き 1 位に。2 位の 

「税金負担増」は昨夏と比べて 4.3 ポイン

トの上昇。

2．耐久消費財の購入状況

● 　耐久消費財の普及状況は、「テレビ」、「ス

マートフォン」、「パソコン」、「カーナビ 

ゲーション」の順。

● 　今後半年以内に購入希望のある耐久消費

財は「ハイブリッドカー」が最も多く、以

下、「ロボット掃除機」、「パソコン」、「空

気洗浄器」、「スマートフォン」の順。

3．外　　　食

● 　月 3 回以内の利用が過半数を占め、平均

利用回数は 2.4 回と、昨夏から若干増加。

● 　よく利用する店舗は「ファミリーレスト

ラン」が最多で、以下、「ファーストフー 

ド」、「日本料理店」、「大衆食堂」の順。

4．貯　　　蓄

● 　平均貯蓄額は 573 万円で、昨夏に比べて

34 万円減少。

● 　現在利用している金融商品は、「銀行預

金」、「ゆうちょ銀行貯金」、「生命保険」の 

順。今後増やしたい金融商品は、「銀行預

金」、「投資信託」、「ゆうちょ銀行貯金」 

の順。

● 　貯蓄する際重視する点は「元金の保証が

あり安心」が最多で、以下、「預け入れ引

き出しが自由」、「利回りが良い」の順。

5．ローン等の利用

● 　ローン等の利用者は 28.2% で、平均借入

額は 1,067 万円。

● 　利用目的は「土地・住宅の購入」が最も

多く、以下、「自動車・家電品の購入」、「教

育資金」の順。

● 　借入先は「銀行」が最も多く、以下、「月

賦・クレジット会社」、「銀行以外の金融機

関」、「政府系金融機関」の順。

6．夏季ボーナス

● 　夏季ボーナスの予想は、2 年連続で「減

りそう」の比率が「増えそう」の比率を上 

回った。景況感の改善や労働需給の逼迫に

より、県内企業ではボーナスを増額させる意

向がみられるものの、勤労者はボーナス支 

給に対して引き続き慎重な見方をしている。

● 　平均手取り予想額は 37 万 7 千円と、昨

夏に比べて 2 万 1 千円の減少。

● 　使いみちは「貯蓄」が最も多く、以下、 

「買物」、「旅行・レジャー」、「教育費」の順。

要　　 約
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7．お　中　元

● 　お中元を贈る予定者は、全体の 60.6％。

贈る件数は「 2 件以下」が最も多く、平均

件数は 3.6 件で昨夏をやや下回る。

● 　 1 件あたりの単価は、「3,000 円程度」

が最多。平均単価は 3,955 円（昨夏 3,837 

円）、平均予算総額は 14,256 円（同 14,215

円）と、ともに昨夏に比べて増加。

● 　贈りたい商品は「ビール」（含むビール

券）が最多で、以下、「ハム」、「お菓子」、 

「食用油」、「果物」の順。

8．夏休みの過ごし方

● 　「日帰り旅行」が最も多く、以下、「国内

宿泊旅行」、「スポーツ・健康づくり」、「帰

郷」、「海外旅行」の順。

● 　「国内宿泊旅行」の宿泊日数は「 1 泊」

が 5 割強を占め、平均宿泊日数は 1.6 泊と

昨夏（1.7 泊）と比べて若干減少。

●	調査実施要領

〈	回　答　者　内　訳	〉

※ 合計には年代、家族構成未回答者を含む

内訳 項　　　目 回答者数 構成比

年　

代　

別

20 代 231人 21.9％

30 代 259 24.5

40 代 243 23.0

50 代 以 上 322 30.5

家
族

既 婚 712 67.4

未 婚 343 32.5

性
別

男 性 516 48.8

女 性 541 51.2

合　　　　計 1,057 100.0

調査対象：県内の勤労者 1,088 名

調査方法：当行の営業店を通じ対象者に依頼

回答者数：1,057 名（回答率 97.2％）

調査時期：平成 29 年 5 月下旬～ 6 月上旬
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　 1 年前と比べた暮らし向きは、「良くなった」

が 6.0％、「悪くなった」が 14.1％、「変わらな

い」が 79.9％となった。この結果、「良くなっ 

た」から「悪くなった」を引いた差は△ 8.1 と

なり、昨夏（△ 8.2 ）と比べて大きな変化がみ

られなかった。

　県内景気は生産面を中心に緩やかな持ち直し

の動きがみられるものの、暮らし向きへの波及

は限定的で、生活実感の改善までには至ってい

ない。

　年代別にみると、「良くなった」の回答比率

は 20 代が 10.0％に達している一方、50 代以上

は 2.2％にとどまっている。また、「悪くなっ 

た」の回答比率をみると、年代が高くなるに連

れて上昇しており、引き続き中高年層で生活実

感が厳しい傾向にある。

　家計上の悩み（ 3 項目選択）は、「収入の伸

び悩み」が最も多く、以下、「税金負担増」、「物

価上昇」と続いた。

　上位項目をみると、1 位の「収入の伸び悩み」

は 2.9 ポイント低下したものの、引き続き最多

となった。年代別にみると、20 代、30 代の回

答比率が 6 割以上となっており、若い世代ほど

所得の現状に対する見方が厳しい。2 位の「税

金負担増」は昨夏と比べて 4.3 ポイント上昇し

た。特に 20 代では 11.1 ポイントの上昇と、若

年層の負担感が強い。

　上記以外の項目をみると、「医療費増加」、「教

育費増加」が上昇した一方、「ローン返済」、「交

際費増加」は低下した。

1　家 計 の 状 況

生活実感の改善までは至らず 家計上の悩みは「収入の伸び悩み」が最多
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　耐久消費財のうち、主要家電品など 20 品

目についてその普及状況をみると、「テレビ」

（97.3％）、「スマートフォン」（91.7％）、「パソ

コン」（86.7％）、「カーナビゲーション」（78.9 

％）の順となった。上位 2 品目は普及率が 9 割

を超えており、同品目が広く普及していること

を示している。

　昨夏と比較すると、「スマートフォン」の普

及率が 4.4 ポイント上昇し、パソコンを抜いて

2 位に浮上した。同品目の普及率を年代別に

みると、20 代が 97.8％、30 代が 96.5％、40 代

が 95.5％、50 代以上が 80.4％となっている。

昨夏と比べると、40 代が 5.1 ポイント上昇し、

30 代以下と同程度となったほか、50 代以上も

9.0 ポイント上昇し 8 割を超えるなど、中高年

層での普及が進んでいる様子が窺われる。その

他の品目では、「洗浄便座」（54.4％→ 60.9％）、

「タブレット端末」（37.0％→ 42.2％）、「ETC」

（73.8％→ 78.8％）などの普及率が高まった。

　このほか、今回から調査対象とした「ロボッ

ト掃除機」は普及率が 8.6％となった。

2　耐久消費財の購入状況

スマートフォンの普及率が90％超に
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（％）
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パ ソ コ ン

デジタルカメラ

テ レ ビ

Ｅ Ｔ Ｃ

カーナビゲーション

ブルーレイレコーダー

スマートフォン

タブレット端末

洗 浄 便 座

テレビゲーム機

空 気 清 浄 機

デジタルビデオカメラ

衣 類 乾 燥 機

食器洗い乾燥機

IHクッキングヒーター

浄 水 器

地デジチューナー

ハイブリッドカー

太陽光発電装置

ロボット掃除機
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　耐久消費財を購入した店舗（複数回答）は、

「ホームセンター・大型専門店」が最も多く、

以下、「一般小売店」、「スーパー・ショッピン

グセンター」、「インターネット」、「通信販売」

の順となった。

　「ホームセンター・大型専門店」の購入比率

は 0.8 ポイント上昇し、昨夏に続いて 1 位とな

るなど、耐久消費財は主に大型店で購入されて

いる。

　 2 位以下をみると、「インターネット」の上昇

が目立つ。「インターネット」の比率は 36.3％

で「スーパー・ショッピングセンター」（37.0 

％）とほぼ同水準にあり、同項目が耐久消費財

の購入手段として一般化してきていると考えら

れる。また、購入比率を年代別にみると、20

代が 42.0％、30 代が 39.0％、40 代が 34.6％、

50 代以上が 31.7％となっており、昨夏との比

較では 20 代（昨夏比＋ 7.8 ポイント）、50 代以

上（同＋ 8.1 ポイント）の上昇が目立った。

　今後半年以内に購入希望のある耐久消費財

（複数回答、3 品目以内）をみると、1 位は「ハ

イブリッドカー」で、以下、「ロボット掃除機」

（今回新設）、「パソコン」、「空気洗浄器」、「ス 

マートフォン」の順となった。

　上位品目の動きをみると、「ハイブリッド

カー」が昨夏と比べて 0.7 ポイント低下したも

のの、引き続き 1 位となっている。2 位には、

今回新設した「ロボット掃除機」（7.2％）がラ

ンクインした。また、9 位の「食器洗い乾燥機」

（3.5％→ 4.2％）、10 位の「衣類乾燥機」（2.4％

→ 3.6％）の比率も上昇しており、家事の効率

化を図る、いわゆる「時短家電」の購入意欲が

高まっている様子が窺える。一方、これまで高

い購入意欲がみられた 5 位の「スマートフォ

ン」（6.5％→ 5.0％）、6 位の「タブレット端末」 

（5.5％→ 4.5％）は、比率が昨夏と比較して低

下したが、これらの品目の普及が進んできたこ

とが原因と考えられる。

　上記品目以外の動きをみると、「空気清浄器」

の比率が上昇した一方、「パソコン」、「ブルー

レイレコーダー」、「テレビ」は低下した。

インターネットの比率が上昇 「ロボット掃除機」に高い購入意欲
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パ ソ コ ン

衣 類 乾 燥 機

空 気 清 浄 機

スマートフォン

ロボット掃除機

ブルーレイレコーダー

タブレット端末

食器洗い乾燥機

テ レ ビ

ハイブリッドカー

5 山梨中央銀行　調査レポート　2017.7



　家族での外食の利用状況をみると、全体の

81.1％が毎月 1 回以上利用しており、その比率

は昨夏（77.8％）から 3.3 ポイント上昇した。

　内訳をみると、「月 2 ～ 3 回」が 34.6％と最

多で、以下、「月 1 回」（20.0％）、「ほとんどし

ない」（18.9％）、「4 ～ 5 回」（16.6％）、「6 回以 

上」（9.9％）と続いており、月 3 回以内の利用

が過半数を占めた。また、平均利用回数は 2.4

回で、昨夏（2.2 回）から若干増加した。

　なお、年代別の平均利用回数は、30 代が 2.7

回と最も多く、以下、40 代が 2.4 回、20 代が 2.3

回、50 代以上が 2.2 回となっている。

　よく利用する店舗（ 3 項目以内）は、「ファ

ミリーレストラン」が最多で、以下、「ファー

ストフード」、「日本料理店」、「大衆食堂」と続

いた。昨夏と比較すると、「ファミリーレスト

ラン」、「ファーストフード」、「大衆食堂」の比

率が上昇した一方、「中華料理店」、「日本料理

店」、「西洋料理店」は低下した。

　なお、「その他」の比率は 47.5％と半数近く

を占めており、同項目の回答（自由記述）によ

ると、比較的安価で手軽な回転寿司とラーメ

ンショップの人気が高かったほか、コーヒー

チェーンや居酒屋、焼き肉店など外食の楽しみ

方も多様化している様子が窺われる。

3　外　　　食

外食の利用回数は月2 ～ 3回が最多 ファミリーレストランの人気が高い

よく利用する外食店舗（3項目選択）

（％）

昨夏 今　　　 夏

全体 全体 20代 30代 40代
50代
以上

フ ァ ミ リ ー
レ ス ト ラ ン

64.3 69.3 70.6 75.3 74.1 59.9

ファーストフード 28.7 31.5 37.2 38.2 35.8 18.3

日 本 料 理 店 33.6 31.3 27.7 23.6 25.5 44.4

大 衆 食 堂 22.1 22.9 22.1 25.1 21.4 22.7

中 華 料 理 店 21.6 18.4 19.0 19.3 14.4 20.5

西 洋 料 理 店 14.0 13.7 16.9 13.5 11.5 13.4

そ の 他 45.3 47.5 41.1 48.6 53.5 46.6
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　現在の貯蓄額の分布をみると、「100 万円以

下」が最多で、以下、「101 万円～ 200 万円」、 

「201 万円～ 300 万円」、「401 万円～ 500 万円」、

「301 万円～ 400 万円」の順となった。

　また、平均貯蓄額は 573 万円（昨夏 607 万円）

で、昨夏に比べて 34 万円減少した。

　年代別の平均貯蓄額をみると、20 代が 188

万円（昨夏比△ 2 万円）、30 代が 439 万円（同

△ 26 万円）、40 代が 533 万円（同△ 68 万円）、

50 代以上が 981 万円（同△ 98 万円）となって

いる。

　利用している金融商品（複数回答）は、「銀

行預金」が 96.2％と最も多く、以下、「ゆうちょ

銀行貯金」、「生命保険」、「投資信託」、「個人年

金」、「財形預金」の順となった。

　利用率を昨夏と比較すると、「生命保険」、「個

人年金」、「財形預金」、「外貨預金」などが上昇

した一方、「ゆうちょ銀行貯金」、「国債などの

債券」などは低下した。

　年代別に利用率をみると、「銀行預金」が各

年代とも 95％を超えており、高い利用率となっ

ているほか、「国債などの債券」は年代が高く

なるに連れて利用率が高くなっている。また、

「生命保険」はいずれの年代においても昨夏と

比べて利用率が増加している。

4　貯　　　蓄

平均貯蓄額は573万円 利用している金融商品のトップは銀行預金
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17.1

16.3

9.7
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5.9

3.1

1.4

96.2

41.3

36.5

28.6
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　今後増やしたい金融商品（複数回答）は、 

「銀行預金」が最多で、以下、「投資信託」、「ゆ

うちょ銀行貯金」、「個人年金」、「株式」の順と

なった。

　昨夏と比較すると、「個人年金」、「国債など

の債券」、「投資信託」などの比率が上昇した一

方、「銀行預金」、「ゆうちょ銀行貯金」などの

比率は低下した。

　年代別にみると、いずれの年代においても「銀

行預金」の比率が最多となっている。また、昨

夏と比較すると、20 代で「投資信託」の上昇、

「銀行預金」の低下が、30 代で「投資信託」の

上昇、「ゆうちょ銀行貯金」の低下が、40 代で 

「個人年金」の上昇、「ゆうちょ銀行貯金」、「株

式」の低下が各々目立っている。

　貯蓄をする際、重視する点（3 項目選択）は、

「元金の保証があり安心」が最多で、以下、「預

け入れ引き出しが自由」、「利回りが良い」、「値

上がりが期待できる」、「利用金融機関が自宅か

ら近い」の順となった。

　昨夏と比較すると、「元金の保証があり安心」、

「値上がりが期待できる」などが上昇した一方、

「利用金融機関が自宅から近い」、「利用金融機

関に友人、知人がいる」、「預け入れ引き出しが

自由」などは低下した。

　上位項目を年代別にみると、「元金の保証が

あり安心」は年代が高くなるに連れて回答比率

も高くなっており、昨夏と比べると 40 代以上

の上昇が目立っている。一方、「利回りが良い」

は年代が若いほど回答比率が高くなっている。

なお、「値上がりが期待できる」は昨夏と比較

してすべての年代で比率が上昇している。

今後増やしたい金融商品も銀行預金が最多 重視する点は「元金保証」が最多

貯蓄する際重視する点（3 項目まで選択）

（％）

全 体 20 代 30 代 40 代
50 代
以 上

昨夏
順位

元 金 の 保 証 が
あ り 安 心

67.7 54.5 66.4 69.1 77.0 1

預 け 入 れ
引 き 出 し が 自 由

46.5 48.9 45.9 42.8 47.8 2

利 回 り が 良 い 45.9 49.4 47.5 47.3 40.7 3

値 上 が り が
期 待 で き る

22.2 26.8 22.8 23.5 17.7 5

利 用 金 融 機 関 が
自 宅 か ら 近 い

21.4 19.5 20.8 20.2 24.2 4

利 用 金 融 機 関 の
サ ー ビ ス が 良 い

13.9 13.4 16.6 12.3 13.4 6

勤務先が利用金融機関
と 取 引 し て い る

9.0 8.2 9.7 7.8 9.9 7

利 用 金 融 機 関 が
勤 務 先 か ら 近 い

8.0 11.3 8.5 6.2 6.8 8

利 用 金 融 機 関 に
友人、知人がいる

4.3 3.5 1.9 4.9 6.2 9

利 用 金 融 機 関 が
集金にきてくれる

2.3 0.9 1.5 3.3 3.1 10

そ の 他 0.9 0.4 1.2 1.2 0.9 －

0

10

20

30

40

50

60

80

70

（％）

銀行預金
65.5

ゆうちょ銀行貯金 16.5
投資信託 17.1

株　　式 10.0

個人年金 16.3

財形預金 9.7

28 年夏25 年夏 26 年夏 27 年夏

今後増やしたい金融商品の推移

29 年夏
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　ローン等の利用状況をみると、利用者は

28.2％で、平均借入額は 1,067 万円となった。

昨夏と比較すると、利用者の比率は 1.0 ポイン

ト低下し、平均借入額も 33 万円減少した。

　利用目的（複数回答）は、「土地・住宅の購 

入」が最も多く、以下、「自動車・家電品の購 

入」、「教育資金」と続いた。また、昨夏と比較

すると、「自動車・家電品の購入」、「旅行・レ

ジャー」、「財テク資金」などの比率が上昇した

反面、「土地・住宅の購入」、「教育資金」、「教

育資金以外の生活資金」は低下した。

　一方、借入先（複数回答）は、「銀行」が最

も多く、以下、「月賦・クレジット会社」、「銀

行以外の金融機関」、「政府系金融機関」の順と

なった。昨夏と比較すると、「銀行以外の金融

機関」、「政府系金融機関」、「月賦・クレジット

会社」の比率が上昇した反面、「銀行」、「その 

他」の比率は低下した。

　これらを年代別にみると、ローン利用者は

40 代が最も多く、以下、50 代以上、30 代、20

代の順となっており、平均借入額は、20 代 328

万 円、30 代 1,443 万 円、40 代 1,342 万 円、50

代以上 894 万円となった。

　また、利用目的は、20 代では「自動車・家

電品の購入」が、30 代以上では「土地・住宅

の購入」がそれぞれ 1 位となった。

　なお、借入先は、20 代で「月賦・クレジッ

ト会社」が、30 代以上で「銀行」がそれぞれ 

1 位となっている。

5　ローン等の利用

平均借入額は1,067万円

ローン等の借り入れ先・利用目的
（複数回答）

（％）

全体 20代 30代 40代 50代
以上

利

用

目

的

土地・住宅の購入 62.2 8.5 66.2 77.8 72.1

自動車・家電品の購入 30.9 76.6 27.9 16.7 23.3

教 育 資 金 7.2 8.5 5.9 7.8 7.0

旅 行 ・ レ ジ ャ ー 3.4 6.4 4.4 3.3 1.2

教育資金以外の生活資金 2.1 2.1 1.5 3.3 1.2

財 テ ク 資 金 1.0 0.0 0.0 2.2 1.2

そ の 他 3.4 0.0 4.4 1.1 7.0

借

り

入

れ

先

銀 行 61.5 31.9 69.1 64.4 68.6

月賦・クレジット会社 16.8 34.0 10.3 11.1 18.6

銀行以外の金融機関 15.8 19.1 11.8 21.1 11.6

住宅金融支援機構等
政 府 系 金 融 機 関 8.2 0.0 5.9 8.9 14.0

勤 務 先 2.4 0.0 1.5 1.1 5.8

そ の 他 3.1 8.5 5.9 0.0 1.2

28.2 71.8

29.2 70.8

20.8 79.2

27.0 73.0

37.8 62.2

27.5 72.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）
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　昨夏と比べた今夏のボーナス（手取り額）の

予想は、「増えそう」が 10.5％、「減りそう」が

15.7％となり、2 年連続で「減りそう」の比率

が「増えそう」の比率を上回った。

　両比率の差（「増えそう」－「減りそう」）は、

△ 5.2 と昨夏の△ 3.8 から 1.4 ポイント悪化し

た。景況感の改善や労働需給の逼迫により、県

内企業ではボーナスを増額させる意向がみられ

るものの、勤労者はボーナス支給に対して引き

続き慎重な見方をしている様子が窺われる。

　年代別にみると、20 代では「増えそう」の

比率が「減りそう」の比率を上回った一方、30

代以上では「減りそう」の比率が「増えそう」

の比率を上回った。また、昨夏との比較では、

20 代、40 代で「増えそう」の比率が上昇した

一方、30 代では「減りそう」の比率が大きく

上昇している。

　手取り予想額は、「1 ～ 20 万円」が最も多く、

以 下、「21 ～ 30 万 円 」、「31 ～ 40 万 円 」、「41

～ 50 万円」の順となった。

　昨夏と比較すると、「 1 ～ 20 万円」、「31 ～

40 万円」、「41 ～ 50 万円」の比率が上昇、「21

～ 30 万 円 」、「51 ～ 70 万 円 」、「71 ～ 100 万 

円」、「101 万円以上」は低下した。

　平均手取り予想額は 37 万 7 千円（昨夏 39 万

8 千円）と、昨夏に比べて 2 万 1 千円の減少と

なった。

　年代別にみると、20 代が 28 万 8 千円（昨夏

30 万 3 千円）、30 代が 38 万 5 千円（同 38 万 4

千円）、40 代が 40 万 2 千円（同 43 万 8 千円）、

50 代以上が 43 万 3 千円（同 47 万 2 千円）で、

昨夏比では 30 代が 1 千円の増加となった一方、

20 代、40 代、50 代以上は各々 1 万 5 千円、3

万 6 千円、3 万 9 千円の減少となっている。

6　夏季ボーナス

勤労者はボーナス支給に対して慎重な見方 平均手取り予想額は37万7千円

73.810.5

8.6

15.7

78.48.9 12.7

12.718.6

10.4

19.7

68.7

71.7

75.4 14.2

79.4 16.1

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

5.826.8 17.0 10.711.2 12.0 16.5

18.8 19.3 16.0 19.3 16.0

18.8 18.5 18.5 18.5 18.8 6.9

26.8 24.5 28.2 16.4

22.9 19.8 18.4 16.1 12.6 7.9

7.7

2.3

20.7 19.9 17.5 16.0 13.3 9.6 3.0

0.0
0.5

0.0

2.9

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）
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　ボーナスの使いみちは、「貯蓄」の比率が最

も高く、次いで「買物」、「旅行・レジャー」、「教

育費」となった。

　昨夏と比較すると、「教育費」、「買物」、「旅

行・レジャー」などの比率が上昇した一方で、

「ローン返済」、「貯蓄」の比率は低下した。なお、

「貯蓄」への配分割合が低下したのは 3 年ぶり

であった。

　年代別にみると、各年代とも 1 位は「貯蓄」、

2 位は「買物」となった。3 位は 20 代、30 代、

50 代以上が「旅行・レジャー」、40 代は「教育 

費」であった。昨夏と比べると、40 代で「教育 

費」が比較的大きく上昇したほか、50 代では 

「旅行・レジャー」の上昇、「ローン返済」の減

少が目立っている。

「貯蓄」への配分割合が3年ぶりに低下

48.6 21.1 12.7 6.2 6.0

6.26.6

51.9 23.8 14.8

53.2 21.1 12.3

44.2 18.2 13.210.0 8.6

3.6

0.9

4.3

5.0

4.5

44.8 21.1 7.913.4

5.4

4.6

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

48.9

20.8

12.6

7.4

5.8

46.5

21.3

11.9

8.9

5.7

44.7

21.1

11.7

8.6

6.3

48.7

20.2

13.8

7.5

5.1

46.9

20.7

12.2

8.6

6.3

49.6

19.0

13.3

7.1

6.0

47.3

21.8

13.8

7.4

5.6

48.6

21.1

12.7

6.0
6.2教育費

ローン返済
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（％）
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　今夏、お中元を贈る予定のある人は 60.6％で、

昨夏（60.4％）をやや上回った。

　贈る件数は「 2 件以下」が最も多く、以下、 

「 3 ～ 5 件」、「 6 ～ 9 件」、「10 件以上」、「件数 

未定」の順となった。昨夏と比較して「 2 件以 

下」が上昇した一方、「 3 ～ 5 件」が低下し、

平均贈答件数は 3.6 件（昨夏 3.7 件）と昨夏を

やや下回った。

　年代別にみると、贈る予定のある人の比率

は 20 代 が 38.7 ％、30 代 が 48.5 ％、40 代 が

64.7％、50 代以上が 82.8％となった。昨夏と

比較して 20 代、50 代以上の比率が上昇した一

方、30 代、40 代の比率は低下した。

　また、贈る件数は、20 代、30 代、40 代では

「 2 件以下」が、50 代以上では「 3 ～ 5 件」が

それぞれ最も多くなっており、年代別の平均贈

答件数は、20 代が 2.5 件、30 代が 3.0 件、40

代が 3.4 件、50 代以上が 4.4 件となった。

　 1 件 あ た り の 単 価 は、「3,000 円 程 度 」 が

47.7％と最も多く、次いで、「5,000 円程度」が

39.0％と、この両者で 8 割超を占めた。

　昨夏と比較すると、「2,000 円程度」、「3,000

円 程 度 」 が 低 下 し た 一 方、「5,000 円 程 度 」、 

「7,000 円程度」、「10,000 円程度」、「15,000 円

以上」が上昇しており、平均単価は 3,955 円と

昨夏（3,837 円）に比べて 118 円上昇した。

　このように、平均贈答件数が前年をやや下

回ったものの、平均単価は上昇したことから、

平均予算総額は 14,256 円と昨夏（14,215 円）

に比べて 41 円増加した。

　なお、年代別の平均単価は、20 代が 3,415

円、30 代 が 3,709 円、40 代 が 3,811 円、50 代

以上が 4,342 円となっており、平均予算総額は、 

各々 8,550 円、11,142 円、12,974 円、19,127 円

となった。

7　お 中 元

贈る件数は平均3.6件 平均単価は3,955円、平均予算は14,256円

23.5

1.7

61.3

26.0 15.9

0.8

51.5

0.4

3.33.5

4.1

27.8 27.4 35.3

24.0 35.5 11.5 8.4
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17.2
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　お中元に贈りたい商品（5 品目まで選択）は、

「ビール」（含むビール券、以下同じ）が最多で、

以下、「ハム」、「お菓子」、「食用油」、「果物」

の順となった。上位 5 品目を昨夏と比較すると、

1 位の「ビール」と 2 位の「ハム」が同順位と

なった一方、「果物」（昨夏 8 位）は順位が 5 位

に上昇するなどの変動がみられた。

　支持率をみると、上昇した品目は 10 品目で、

このうち「果物」、「直送生鮮品」（いずれも昨

夏比＋ 4.5 ポイント）の上昇が目立った。一方、

低下した品目も 10 品目で、このうち定番品の

「ビール」（同△ 5.9 ポイント）、「食用油」（同 

△ 3.7 ポイント）の低下が目立った。

　なお、上位品目を年代別にみると、各年代と

も 1 位は「ビール」で、昨夏から順位に変動は

なかった。一方、20 代では「カタログギフト」

が 4 位、50 代以上では「果物」が 3 位となる

など、1 位以外では年代によってばらつきがみ

られた。

「果物」、「直送生鮮品」の支持率が上昇

お中元に贈りたいものベスト5

順
位 20 代 30 代 40 代 50代以上

1
ビ ー ル
（含むビール券）

ビ ー ル
（含むビール券）

ビ ー ル
（含むビール券）

ビ ー ル
（含むビール券）

2

ハ ム
お 菓 子

食 用 油

ハ ム
お 菓 子

ハ ム

3 調 味 料 果 物

4 カタログギフト ハ ム 食 用 油 食 用 油

5
食用油、果物
お茶・コーヒー

お 菓 子 果 物 麺 類

47.7

28.2

27.8

21.6

25.8

17.3

10.2

13.4

18.4

11.7

19.2

8.0

16.2

12.5

9.0

12.2

6.2

4.0

1.6

3.7

41.8

24.9

28.8

24.1

21.8

19.0

17.2

17.1

14.9

14.7

13.9

13.8

13.0

11.3

9.7

7.7

6.7

6.4

3.4

3.0

0 10 20 30 40 50 60

（％）

米・穀物類

お茶・コーヒー

石鹸・洗剤

海苔・しいたけ
などの乾物類

煮 貝

カタログギフト

ビ ー ル

ワ イ ン

缶 詰

果 物

直送生鮮品

清涼飲料水

商 品 券

ハ ム

麺 類

お 菓 子

調 味 料

食 用 油

日 本 酒

洋 酒
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　夏休みの過ごし方（複数回答）は、「日帰り

旅行」が 40.0％を占め最多となり、以下、「国

内宿泊旅行」、「スポーツ・健康づくり」、「帰 

郷」、「海外旅行」の順となった。なお、「特に

予定なし」は、29.2％となっている。

　昨夏と比較すると、「日帰り旅行」（昨夏比 

＋ 1.9 ポイント）、「国内宿泊旅行」（同＋ 1.1

ポイント）などが上昇した一方、「特に予定な

し」（同△ 2.4 ポイント）などが低下した。な 

お、「特に予定なし」は近年低下が続いており、

旅行などの目的を持って休暇を過ごす傾向が窺

われる。

　年代別では、20 代、30 代、40 代で「日帰り 

旅行」が、50 代以上で「特に予定なし」が最

多となった。年代が低いほど「日帰り旅行」を、

年代が高いほど「特に予定なし」を選択する割

合が高くなっている。昨夏と比較すると、20

代で「国内宿泊旅行」（同＋ 7.2 ポイント）の

上昇、40 代で「日帰り旅行」（同＋ 10.0 ポイン 

ト）の上昇が目立った。

　「国内宿泊旅行」の宿泊日数をみると、「1 泊」

が 52.1％と 5 割強を占め、以下、「 2 泊」（32.9 

％）、「 3 泊」（13.6％）、「 4 泊以上」（1.4％）と

なった。平均宿泊日数は 1.6 泊で、昨夏（1.7 

泊）と比べて若干減少した。

8　夏休みの過ごし方

「特に予定なし」の比率が低下

夏休みの過ごし方（複数回答）

（％）

日帰り旅行 国 内 宿 泊
旅 行

スポーツ・
健康づくり 帰 郷 海 外 旅 行 そ の 他 特に予定なし

20 代 47.6 35.5 22.1 12.6 6.9 2.2 22.1

30 代 43.6 26.3 15.1 15.8 6.2 3.1 24.3

40 代 42.8 23.0 14.0 16.0 1.6 1.6 27.2

50代以上 29.2 25.8 14.0 9.9 3.4 3.4 40.1

全　体 40.0 27.3 16.1 13.3 4.4 2.6 29.2

40.0

27.3

16.1

13.3

4.4

29.2

2.6

38.1

26.2

16.6

14.0

3.5

31.6

2.3
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35

40

（％）

45

帰
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